茶 を 注いで 出した。 

「_ —— あっち もこつ ち も だからお 大抵ではありません 

です ね、 ほんと に。 —— 暫く 横にで もお なんなさい ま 

し、 私 あちらに 参って おります から」 

「ええ、 ありが と」 

幾 枝 は、 熱い 番茶 をのみながら、 巿 原へ 電報 を 打た 

せた ことにつ いて、 こだわった 気持に なって いた。 巿 

原 は、 神 戸で 相当な 請負業 を 営んで いる 彼女の 実弟で 

きょうだい 

あった。 幾 枝に と つて は 三人 同胞 の 大切な 一 人な の 

だが、 ひどく 良人の 荻 村と 気質が 合わなかった。 荻 村 

は、 仏文科 出の 小説家であった。 良人が 第一流の 芸術 
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